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				このページはまだ校正されていません
のみを擧げたるならば、只子と云ふべく、長子とは云ふべからず。こゝの文には、何か誤脫あらん。福︀定フチンは後の至元に至り、知樞密院事に進みき。








4。玉哇失ユワシ。


　列傳卷十九「玉哇失ユワシ、阿速アス人。父也烈拔都︀兒エレバードル、從其國主來歸。太宗命充宿衞」。也烈拔都︀兒エレバードル卽額里阿思巴阿禿兒エリアスバアトルは、捏古剌ネグラの傳の也里牙エリヤにて、其國主は、杭忽思ハングスなるべし。然らば捏古剌ネグラの傳に「在憲宗朝」とあるは誤にて、捏古剌ネグラも也烈拔都︀兒エレバードルも、太宗の朝憲宗の西征せる時、阿速アス國主杭忽思ハングスに從ひて歸降せるなり。「歲戌午（憲宗八年）、後憲宗征蜀、爲游兵前行、至重慶、戰數有功。嘗出獵、遇虎於隘。下馬搏虎。虎張吻、欲噬之。以手探虎口、抉其舌、拔所佩刀、剌而殺︀之。帝壯其勇、賞黃金五十兩。別立阿速アス一軍、使領其衆。從世祖︀、征阿里不哥アリブカ、又從親王哈必失ハビシ、征李壇、俱有功、賜金符、授本軍千戶」。哈必失ハビシは、親王には見えず。諸︀王なるべけれども、それも世系表には無し。諸︀王表銀印龜紐にして「無國邑名者︀」の中に、合必赤カビチ大王あり誰の子とも知れず。「從下襄陽、又從下沿江諸︀城。宋洪安撫、旣降復叛、誘其入城宴、乘醉殺︀之」。洪安撫は、杭忽思ハングスの傳の降將洪福︀なり。也烈拔都︀兒エレバードルは、阿荅赤アタチと同時に殺︀されたるならん。「長子也速歹兒エスダイル、代領其軍、從攻揚州、中流矢卒。玉哇失襲父職、爲阿速軍千戶、從丞相伯顏平宋、賜巢縣二千五十二戶。只兒瓦歹叛。率所部兵擊之、至懷魯哈都︀ハイルハド、擒其將失剌察兒シラチヤル、斬于軍、其衆悉平。諸︀王和林ホリム及失剌シラ等叛」。和林ホリムは、諸︀王の名に非ず。失剌シラは、土土哈トトハ杭忽思ハングスの傳の失烈吉シレギなり。この句誤あり。「和林ホリム諸︀王失剌及シラキ等叛」又は「諸︀王失剌及シラキ等叛和林ホリム」を顚倒せるならん。「從皇子北安王討之」。北安王は、北平王那木罕ノムハンなり。後に北安王に改め封ぜられき。「至斡耳罕オルハン河、無舟。躍馬涉流而渡、俘獲甚眾。時北安王方戰失、利陷敵陣中。玉哇失ユワシ從諸︀王藥木忽兒ヤムフル、追至金山。王乃得脫歸。賞白金五十兩鈔二千五百貫、改賜金虎符、進定遠大將軍、前衞親軍都︀指揮使、藥木忽兒ヤムフルは、杭忽思ハングスの傳に據るに、叛王の黨なり。この傳に玉哇失ユワシの王帥としたるは誤れり。土土哈トトハの傳に岳木忽ヨムフと書き、元貞二年歸順せり。「諸︀王乃顏ナヤン叛、世祖︀親征、玉哇失ユワシ爲前鋒。乃顏ナヤン遣哈丹ハダン、領兵萬人來拒。擊敗之、追至不里古都︀伯塔哈ブリグドバダハ之地、乃顏ナヤン兵號十萬。玉哇失ユワシ陷陣力戰、又敗之、追至失列門シレムン林、遂擒乃顏ナヤン。帝嘉其功、賜金帶只孫ヂスン錢幣甚厚。乃顏ナヤン餘黨塔不歹金家奴タブダイキンカヌ聚兵滅捏該メネゲイ。從大軍、討平之。旣而哈丹ハダン復叛於曲連キユレン江。追擊其軍。渡河而遁」。曲連キユレン江は、土土哈トトハの傳の貴烈グイレ河、乞台キタイの傳の魁烈兒クイレル河なり。「又與海︀都︀ハイド將八憐帖里哥歹バレンテリゲダイ・必里察ビリチヤ等、戰於亦必兒失必兒イビルシビル之地、戰屢勝」。八憐帖里哥歹バレンテリゲダイは、土土哈トトハの傳（牀兀兒チヤングルの條）に八憐バリンの將帖良臺テリヤンタイとあり。必里察ビリチヤは、土土哈トトハの傳に孛羅察ボロチヤとあり。亦必兒失必兒イビルシビル之地は、實錄四〇〇頁に見えたる失必兒シビルにて、喇失惕ラシツトは「乞兒吉思キルギスの國は、阿別兒昔必兒アベルシビルの境に流るゝ安噶喇アンガラの大河まで廣がれり」と云へり。土土哈トトハの傳にこの戰を述べて、軍は欠ケム河（客姆ケム河）の冰を數日渉りて乞里吉思キリギスの境に至れりと云へれば、失必兒シビルの地は、客姆ケム河の下流、乞兒吉思キルギスの南境にありしなるべし。「成宗時在潛邸。帝以海︀都︀ハイド連年犯邊、命出鎭金山。玉哇失ユワシ率所部在行。從皇子闊闊出ココチユ丞相朶兒朶懷ドルドハイ、擊海︀都︀ハイド軍、突︀陣而入、大破之」。闊闊出ココチユは、世祖︀の第八子なり。丞相朶兒朶懷ドルドハイは、土土哈トトハの傳に大將とあり。和林ホリムに行中書省を立てたるは、大德十一年の事にして、この時は未丞相の官あらざれば、この丞相は誤れり。「復從諸︀王藥木忽兒ヤムフル丞相朶兒朶懷ドルドハイ、擊海︀都︀ハイド將八憐バレン。八憐バレン敗。八憐バレンは、土土哈トトハの傳（牀兀兒チヤングルの條）に八隣バリン之地とあり。こゝに將の名とせるは誤れり。「海︀都︀ハイド復以禿苦馬トクマ、領精︀兵三萬人、直趨撒剌思サラス河、欲據險以襲我師。玉哇失ユワシ率善射者︀三百人、守其隘、注矢以射、竟全軍而歸。帝嘉之、賜鈔萬五千緡、金織段三十匹」。禿苦馬トクマは、武宗紀の禿曲滅トクメ、土土哈トトハの傳（牀兀兒チヤングルの條）の禿麥トメ□□□□の傳（月赤察兒の條）の禿苦滅トクメ、多遜ドーソンの帖克篾テクメ、海︀都︀ハイドの子なり。「海︀都︀ハイド朶哇ドワ、以兵來襲。擊走之。武宗鎭北邊。海︀都︀ハイド復入寇、至兀兒禿ウルト。玉哇失ユワシ敗之、獲其駝馬器︀仗以獻。時札魯花赤ヂヤルハチ孛羅帖木兒ボロテムル所將兵、爲海︀都︀ハイド
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